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区 民 会 議 の あ ゆ み 

１．一万人集会(昭和４７年)から区民会議発足へ 

■第一号は旭区民会議。その後、横浜市内１５区に設立 

昭和４９年４月５日に｢旭区民会議｣が誕生、その年に 

は、市内１０区に次々と｢区民会議｣が誕生しました。更 

に翌年の昭和５０年には南区と磯子区に、昭和６１年に 

泉区、平成７年に青葉区に「区民会議」が誕生して、横 

浜市１８区の内１５区に｢区民会議｣が設立されました。 

■発足当時の社会情勢 

この背景には、 昭和３０年代の高度経済成長の中で、 横浜市の人口が急速に増加し、 環境破壊・ 

公害など、 市民生活に様々な問題が発生してきたこと、 時代とともに市民の価値観も変化して、 

市政に対する市民からの要望や陳情が沢山寄せられるようになったことも｢区民会議｣誕生の 

背景として考えられます。 

■一万人集会から区民会議へ 

｢一万人集会｣が開催されたのが昭和４７年、翌年の昭和４８年に｢明日の横浜を話し合う区民 

の集い｣が市内各区で開催されました。 

市民の声を市政に反映させると共に、市が作成した「横浜市総合計画案」を市民参加で討議 

するという、新しい形で市政が展開されようとしている中で、昭和４９年に旭区民会議が誕生 

しました。 

■区民会議を市政の中心とした昭和５０年施行の「市政参加推進会議設置要綱」 

区民会議が市内１３区に誕生した年、昭和５０年に施行された「市政参加推進会議設置要綱」 

には、その第一条に｢区民会議を中心とした市政参加事業を推進し、広報広聴業務を通じて庁 

内全般の情報の交流を活発化し、 行政内部の意思統一をはかり、 市民の意見を反映するため、 

市民参加推進会議を設置する｣として区民会議の立場を明確にうたっていました。 

■現在の、市政への住民参加の状況は 

その後、市民の市政参加が積極的に進められた結果、今日では、多くの市民が様々な形で市政 

に参加する機会が増えてきました。市民活動を支援する行政の体制も、市民活力推進局による 

協働事業推進や各区の区民活動支援センターが、市民活動・ボランティア・生涯学習などのサ 

ポートを行うなど、協働のまちづくりが進んでいます。 

■設立当時の区民会議活動の中心は 

一方、区民会議が設立された昭和５０年から、「よこはま２１世紀プラン」が発表された昭和 

５６年ごろまでの活動は、横浜市予算への要望・提言のほか、各区ごとの課題(道路・交通・ 

防災・医療といった都市基盤の整備や 教育・福祉・地域のまちづくりなどソフト面の整備な 

ど)を中心に討議され、市政・区政に反映されるよう活動が進められてきました。 

旭区民のつどいを話し合い区民会議代表者
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(昭和５６年に区政推進課が設置され、①広報・広聴相談機能の充実強化、②企画調整機能の 

充実強化が推進されました) 

２．区民会議交流会テーマから見える「区民会議の変遷」 

■区民会議のあり方検討は古くて新しいテーマ 

「区民会議を考える」をテーマとしたのが第７回(昭和５６年)。その後｢新たなる発展をめざ 

して・これからの区民会議を考える｣－第９回(昭和５８年) 、｢区民会議の活性化｣としたの 

は第１３回(昭和６２年)です。 

このころから区民会議のあり方が課題になってきたようです。 

■時代に反応したテーマ 

｢時代の変化に対応した区民会議像を求めて｣が第２１回(平成７年)のテーマです。このテ 

ーマ設定は、２年前の平成５年に横浜市「ゆめはま２０１０プラン」の中で「市民と協働して 

特色ある区づくりを推進する」と発表したことへの対応でしょうか。 

■協働によるまちづくりを意識したテーマ 

平成１２年に｢市民活動推進条例｣が施行され｢市民活動支援センター」が各区に次々と開設さ 

れました。 

区民会議にも、自主的・自立の運営をめざしつつ、行政との関わり方・協働の進め方などを模 

索する動きが強まっています。 

｢区民会議と行政とのかかわり方｣－第２９回(平成１５年) 以降、昨年の第３４回まで、[協 

働の進め方] や [区民会議のあり方] が交流会のテーマとして取り上げられてきました。 

３．多様化する区民会議 

平成１９年以降、各区の区民会議においても、活動目的に応じた名称変更を行ったり、事務局機 

能を取り込み自立した団体となった区がある一方、活動を休止したり、解散したりした区もある 

など近年になって大きく変ってきています。 

横浜市ホームページでの区民会議紹介 

現在 ９区民会議になっています。


